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ドしている。 
児童精神科は、20年を超えて駐在を続けるインド

人医師 Dr.Bhoomi Kumarのもと、Caritasの支援を
受けた CCAMH （Centre for Child and Adolescent 
Mental Health ）  がタ ク マウに あ る  Chey 
Chumneas Hospital 内で公的保健制度の中で継続
中である。 
精神保健関連の非政府組織 NGO としては、Dr. 

Chhim Sotheara が代表の TPO (Transcultural  
Psychosocial Organization） は公的保健制度とは別
に、職員数を 100名余から 70名に減らしたが、心理
教育や外来診療などで活躍中。ほかに SSC (Social 
Services of Cambodia) がある。ちなみにこの団体に
は著者は JICA専門家として 2001年頃に集団療法技
術移転を行った経緯がある。 
 なお精神科リハビリテーション（通所）を行って

いるのは SUMHのみである。 
３．シュムリアップ SUMHの現在 
シュムリアップ referral 病院内に韓国支援で新築
された5階建てのMaternal 棟の１階ロビー右側に、
糖尿病専門外来と並んで、精神科外来２診があり、

そのカウンターに囲まれたフロアで、診療を終えた

外来者と家族 10 数名を対象に心理教育を行ってい
る。現在は場所的制限から話し合い以外の通所活動

は行っていない。病院内の別の建物（旧検査棟？）

に移る可能性があると Pisalは説明している。 
Pisal以外の職員は、２年前より Vannak －プラ
イマリー看護師、前に在籍していた人とは同名の別

人－の２名が常勤の支援スタッフ。 
アンコールチュム保健区病院（同行した 11日には

80 名外来、うち 6 名が新ケース）、クララ－ン保健
区病院での精神科診療は、SUMHの支援で隔週で継
続されている。医師を Pisal のクルマで同伴し、現
地では受け付けは現地病院看護師、Pisalは受付調整、
Vanakは新患インテイクをしていた。 
シュムリアップのレンタカー運転手は道の悪いア

ンコールチュムには行きたがらないので、Pisalが出
すことになったと言う。 
ヘルスセンターのフィードバックコミッティメン

バー9 名＋スタッフ 2 名を対象にして、精神科受診
勧奨について、アルコール依存を例に Pisal が説明
して、のちに自由討議する機会に同行した。これを

キーパーソンミーティングと称していて、プロジェ

クト当初の位置づけとはずれてきていることを知っ

た。 
Pisalは、年齢と健康があり前ほど頑張りがきかな
いので Vannak に仕事を譲っていきたいと漏らして
いた。Vannakには、カウンセリング研修コース（TPO

が首都で行っている）の受講を勧めた。 
 
注１；フィードバックコミッティとは、ヘルスセン

ターがカバーしている村落から選ばれた人々が無償

でヘルスセンターの活動の情宣や建物の維持などを

行う委員会。日中に仕事を離れて参加しなければな

らないため、名誉ではあるが、不承不承という側面

もある。 
注２；キーパーソンミーティングは、1999 年から
SUMHの地域精神保健活動の一つの軸として、緊密
な人間関係が維持されている地域社会の中で、ケア

している患者と家族を孤立させず、差別されず、近

隣から理解され、支援を受けることができるように、

地域の隣人やリーダー、教師や僧侶などのキーパー

ソンに集まってもらい、茶菓を提供して和やかな雰

囲気の下で、説明と自由討議を行うことで心理教育

を進め、障がい者を受容し共に生きる地域社会の雰

囲気や文化を作っていこうとしたもので、当面の支

援策を共有することも目指して行ってきたもの。 
 
４．州内の SUMH評価 
ヘルスセンター代表から、またフィードバックコ

ミッティメンバーから、講師であった Pisal に、こ
のような心理教育の機会を増やしてほしいと要望が

あった。筆者が駐在していたときは、NGOに集めら
れてしまった、というような雰囲気が強かったので、

こうした主体的な参加には驚いた。社会の安定、維

持欲求の充足したカンボジアの現状が背景にあるの

かもしれない。 
５．やり残し 

Dr. Sophal やシュムリアップ州保健局長、JICA
カンボジア事務所の保健医療福祉担当とは日程調整

ができず会えなかった。 

 
写真 1 シュムリアップ・メンタルヘルスリハビリテ
ーションセンター：SUMHカンボジアの職員により，
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シュムリアップ州立病院精神科外来患者の通所利用

者に対して，心理教育を行っているところ。 

 
写真 2  Sasar Sdam ヘルスセンターのフィードバ
ックコミッティーを対象として，心理教育を行って

いるところ。 
 
II 2016年 3月 SUMHスタディ・ツアーの概略 

           ツアー運営補助 宮本 圭 
 
 2016年 3月のスタディ・ツアーを運営側として振
り返ってみたいと思います。 
 ツアー開始前、手林らは首都プノンペンで、Khmer 
Soviet Friendship Hospitalの精神科外来・病棟、精
神 保 健 分 野 の NPO 二 つ 、 Transcultural 
Psychosocial Organization (TPO)と Center for 
Children and Adolescent Mental Health (CCAMH)
を表敬訪問しました。精神科外来では激増する受診

者の現状を、TPO や CCAMH では資金繰りを工夫
しながら継続している活動について情報交換・議論

をしました。首都から離れて活動する SUMHだから
こそ、こうしたネットワークを大切にする必要があ

ると再認識した首都滞在でした。 
 3 月６日、いよいよ参加者を迎え、シュムリアッ
プでのツアーを開始。ツアー導入部分にカンボジア

の医療保健全般と精神保健事情、SUMHについての
講義を導入。その後は、定番の Siem Reap Referral 
Hospital 視察や市街地に住む利用者の訪問、カンボ
ジアの伝統治療体験に加え、Kralanh 保健区病院視
察と外来利用者訪問、キーパーソン・ミーティング

の参加を行いました。講義を導入したことでカンボ

ジアの医療保健の概要を理解の上、病院視察・利用

者訪問となりました。利用者訪問や治療僧のいる寺

院周辺に形成されていた患者・家族のコミュニティ

訪問では村での人々の生活を知ると共に、今も西洋

医学と伝統治療が共存するカンボジアの保健医療を

肌で感じて頂く機会となったようです。また、キー

パーソン・ミーティングでは地域における精神保健 
サービスのニーズの高さ、SUMHの活動への要望も
感じて頂けました。 
 暑いカンボジアの 5 日間、事故も怪我もなく、無
事にツアーを終了できたのは、参加者の皆さまのご

協力のおかげと感謝しています。今回は皆さんの体

力・気力に助けられましたが、3 月初旬のカンボジ
アの暑さが体に堪える方もいるとわかりました。ツ

アー時期も含めて検討を重ね、SUMH・ツアー参加
者双方にとって、今後さらに良い出会い・学びの機

会としていきたいと思います。最後に改めまして、

ご参加頂いた皆さまに心よりお礼を申し上げます。 
 
 

III スタディツアー2016参加者からの声 

  
2016年 3月 6日（日）～10日（木）に実施された
スタディツアーには、看護師、保健師、精神保健福

祉士、看護学部学生の方々にご参加いただきました。

今回参加された皆様から、ご感想を寄稿していただ

きました。ツアーの様子や楽しさ、そして学びの多

さがよく伝わってくる報告です。是非ご一読下さい。

掲載の順序はお名前の五十音順です。 
 
スタディツアー(ST)に参加して 

              看護師 伊藤 由加里 

 

 今回の ST では、SUMH の活動や医療機関見学だけで

なく、家庭訪問の同行でカンボジアの一般家庭の生

活を見ることができたり、ローカルの食堂で昼食を

食べたり、市場に行ったり、現地の人々の生活体験

ができたことで、カンボジアをより身近に感じ、非

常に楽しい ST でした。 

医療機関見学では、SUMH の活動内容と共に精神科

領域の治療の実際、一般的な医療事情を垣間見るこ

とができ、家庭訪問同行では、症状が改善した本人

の様子だけでなく、家族も含めて生活が改善した様

子や、他者の訪問途中にスタッフを見かけた患者家

族から訪問を依頼される場面など、SUMH スタッフの

活躍と信頼されている様子を知ることが出来ました。 

私は、中南米で 8年ほどの駐在経験があり、文化、

習慣、宗教の違う中南米とカンボジアで医療事情に

差があるのか、興味がありました。中南米でも、自

国の大学に医学部がない国は多く、医師の数は先進

国と比較し少ないため、地方でのヘルスポストの役

割や使用医薬品の内容などはカンボジアと似ている

と思いましたが、中南米では、公共の医療機関で大
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きな手術などをするとき以外、無料診察という考え

方が身についているため、今回シェムリアップで見 

学したヘルスポストで、患者に診療費を一部負担し

てもらう制度を導入しても一定の利用者が定着して

いる状況は新鮮で、これは国民性の違いが関係して

いるのではないかと感じました。滞在期間が短く、

印象程度で分析までには至りませんでしたが、地域

での医療事情の違いに触れる良い機会となりました。 

また、占いで多くの物事を決めている習慣や医師

が少ない中で伝統治療師クルクメールと治療僧を頼

りにしている様子は、興味深く見学させていただき

ました。 

工夫を凝らし準備をして下さったスタッフの皆様、

見学の協力をして下さった現地の皆様に感謝致しま

す。 

 

カンボジア・スタディツアーからの学び             

  訪問看護ステーション コスモス 岡部 紀代子 

 

 今回のスタディツアーでは、貴重な体験をさせて

いただきました。ありがとうございました。 

 私は、中央アフリカ共和国での医療活動などを行

っている NGO に所属しております。現地に行くと、

明らかに精神疾患を患っているであろう人を見かけ

ますが、日々の生活や身の安全が保障されていない

現地での精神医療は、遅れているように見えます。    

 また、中央アフリカは内戦国であり、内戦が精神

衛生に与える影響も垣間見えます。同じように内戦

国であったカンボジアでは、どのような精神保健医

療が行われているのか、また内戦の精神衛生への影

響とその支援がどのように行われているのかという

ことに興味を持ち、スタディツアーに参加しました。 

 まず驚いたことは、病院での活動だけではなく、

そこから地域の拠点となる保健センター、さらにコ

ミュニティーへと活動範囲が広いことでした。地域

住民が必要な時に必要な医療にアクセスできるため

には、どうすればいいのかが明確になっている必要

があります。ここでは、各コミュニティー内に情報

伝達などの役割を持ったキーパーソンもいるため、

細部にわたる情報伝達が可能となり、広範囲にわた

る活動ができるのだろうと思いました。 

 また、いくつかのお宅に家庭訪問させていただき

ました。どのご家族も、患者さんを温かく見守って

一緒に生活されていることが印象的でした。伝統医

療を受けられる場所ででも、患者さんとともに家族

が一緒に過ごしていました。日本では独居の方が多

い地域での訪問看護をしているので、家族を大切に

して生活しているこの国がなんだかうらやましく感

じました。 

 このスタディツアーで、患者さんを看る時、身体 

面だけではなく、精神面・社会的背景なども含めた

アセスメントが大切であることに改めて気付きまし

た。今回体験したことを、今後の仕事や NGO での活

動に活かせるといいなあと思っています。どのよう

に活かしていくかは、これからの課題にしたいと思

います。 

 最後に、今回のスタディツアーでお世話になった

方々に感謝致します。ありがとうございました。 

 

 

スタディツアー参加の感想  

      新宿区牛込保健センター 保健師 岡村 実佳 

 

 海外で活躍する NGO 団体に興味があったこと、し

かも舞台は憧れのアンコールワットを持つシェムリ

アップ！スタディツアーに参加しない手はない。 

 盛りだくさんで様々な経験ができたのは、手林さ

んをはじめとするSUMHの長年培ってきた実績がある

からだろう。シェムリアップとクララーンという都

市や田舎での活動をはじめ、実際の患者さんへの訪 

問、治療僧の伝統治療などを通じ、カンボジア住民

の 生活や文化なども垣間見ることができ新たな価

値観に触れた貴重な 5日間となった。と同時に、Dr.

ホフのカンボジアでの精神保健支援を継続して SUMH

として活動されている手林さん方の源となるのは何
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できれば、楽しめればいいと思っている人がいる反
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編集後記 

 ニュースレター45 号は、2016 年３月のスタディツ
アー特集でした。 
ご参加いただいた皆様の感想を拝読して、私自身

が最初にカンボジアのSUMHの活動を見に行ったとき

のことを懐かしく思い出しました。日本にいると薬

でも治療法でもなんでも新しい方がよい、という考

えが当たり前のようになってしまっています。しか

し、シェムリアップに行って一番衝撃的だったのは、

限られた資源でもここまで患者さんを救うことがで

きる、ということでした。エッセンシャルドラッグ

という言葉もそのとき初めて知りました。フィリッ

プ・ピネルではないですが、自宅の敷地内で鎖に繋

がれて精神運動興奮の状態にある患者さんにも出会

うことができ、SUMH の介入によって治療に結びつき、

後に自ら通院し落ち着いて生活できるようになった

ことを現地スタッフより写真付きのメールで報告を

受けました。 

スタディツアーの意義は、何と言っても百聞は一

見に如かず、ということだと思います。今回ご参加

いただいた皆様にも，現地の活動に直に触れていた

だいたのは，手前味噌ながら大変有意義な体験であ

ったものと信じております。支援の裾野を広げるた

めにも、今後もスタディツアーを定期的に開催でき

るとよいと考えております。 

また、幸い今井基金は２年目も継続して獲得する

ことができ、現地調査研究の継続ができております。

こちらの経過については、次号で報告があると思い

ます。 

今後とも皆様からの熱いご支援を賜りますよう、

何卒よろしくお願い申し上げます。 

 編集担当 丸谷 俊之 
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ＳＵＭＨ日本事務局 

〒130-0013 東京都墨田区錦糸３－５－１ 

錦糸町北口ビル 

TEL ０３－３８１２－０７３６     

HP :   http://www.sumh.org 

Mail :   info@sumh.org 

 

ＳＵＭＨ Cambodia 

Mental Health Rehabilitation Center, 

in Siem Reap Provincial Hospital,  

Mundol Moi, Siem Reap, Cambodia 

Postal Address:  

P.O.Box 93102 GPO Siem Reap Angkor, Cambodia 
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 SUMHの会員として、また寄付金によって 

一緒に途上国の精神保健を支えてください。 

 

【年会費】一般 10,000円 賛助・学生5,000円 

 

【会費・寄付金の振込先】 

銀行振り込みの場合 

銀行名;楽天銀行 第二営業支店(支店番号 252) 

口座名;特定非営利活動法人 途上国の精神保健

を支えるネットワーク 

口座番号；普通 7385345 

 

郵便振替の場合 

加入者名；途上国の精神保健を支えるネットワー
     ク 

口座番号；00170-2-535294 

郵便振替は振替用紙に、住所・氏名・Tel & Fax・E-mail・

会費と寄付金のいずれか・SUMH へ一言を明記の上、

お振り込み下さい。 
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 ☺入会，ご寄付のお願いです☺ 

 SUMH は，現地保健局への地道な働きかけにより，

2105 年 7 月から患者さんの診察 1 回あたり 1 ドル（現

地通貨で約 4,000 リエル）の収入を現地法人が得られ

る仕組みを作ることができました。最終的に現地法人

が自立するための最初の一歩を踏み出すことができた

と言えます。 

 しかし，当面は日本からの援助を継続していかない

と，現地の精神保健活動を持続することができません。

そのため，皆様のご支援が必要です。ぜひ入会をご検

討ください。 

 また，寄付金控除対象団体となるよう認定 NPO 法人

化に向けた作業を進めてはおりますが，まだ実現に至

っておりません。そのため，寄付していただいても寄

付金控除の対象となりませんが，カンボジアの患者さ

んの笑顔を思い浮かべていただいて，当法人にご寄付

いただけると，大変ありがたいです。 

 何卒よろしくお願い申し上げます。 


